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東北地方
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問1 日本の太平洋沖合、特に東北地方の三陸海岸付近では、北から流れてくる寒流の親潮（千島海流）と、南から流れてくる暖流
の黒潮（日本海流）がぶつかり合っています。このように、性質の異なる海流が合流する境界の場所を何と呼びますか。 （2020

年　佐賀公立入試　類似）

1.  潮目 2.  大陸棚 3.  海溝 4.  バンク

問2 東北地方に位置する秋田県の農業は、全国的にも有名な「あきたこまち」などの稲作が盛んですが、その生産統計上の特徴を
説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2019年　秋田県公立入試　類似）

1.  農業生産額全体に占める米の割
合が非常に高く、米を主軸としな
がら野菜や畜産を組み合わせた生
産が行われている。

2.  広大な土地を活かした大規模な
畜産業が最も盛んで、米の生産額
よりも豚や鶏などの畜産の生産額
が大幅に上回っている。

3.  冷涼な気候を利用したりんごな
どの果実栽培に特化しており、県
全体の農業生産額の半分以上を果
実が占めている。

4.  大都市への出荷を目的とした施
設園芸農業が中心で、米よりも花
きや工芸作物の生産に力を入れて
いる。

問3 東北地方の伝統行事に関する記述として、開催される県名とその内容が正しく組み合わされているものはどれか。 （2019年　富山県公

立入試　類似）

1.  秋田県 ― 提灯を米俵に見立て
た竹竿を操り、五穀豊穣を祈る
「竿燈まつり」が行われる。

2.  青森県 ― 豪華絢爛な飾りを吊
るした竹を街中に立て、商売繁盛
を祈る「七夕まつり」が行われ
る。

3.  宮城県 ― 巨大な木造の山車を
ぶつけ合い、神への感謝を捧げる
「ねぶた祭」が行われる。

4.  岩手県 ― 提灯を灯した船を川
に浮かべ、先祖の霊を送り出す
「なまはげ」が行われる。

問4 東北地方における緯線の位置関係を説明した文として、正しいものはどれですか。 （2020年　福島県公立入試　類似）

1.  青森県と岩手県の境界付近を北
緯40度線が通り、宮城県と福島県
の境界付近を北緯38度線が通る。

2.  青森県と岩手県の境界付近を北
緯38度線が通り、宮城県と福島県
の境界付近を北緯40度線が通る。

3.  東北地方の最北端付近を北緯
35度線が通り、最南端付近を北緯
30度線が通る。

4.  東北地方の中央部を北緯45度
線が通り、これが北海道との境界
になっている。

問5 東京駅から東北新幹線に乗車し、関東地方から北上して東北地方に入った際、最初に通過する県はどこか。この県は東北地方
の最も南に位置しており、交通網の整備に伴って工業が発展した特色を持つ。 （2017年　千葉県公立入試　類似）

1.  福島県 2.  宮城県 3.  山形県 4.  岩手県

問6 東北地方における各都市の気候の差異について述べた次の説明のうち、太平洋側に位置する仙台市の状況を正しく示している
ものはどれですか。 （2020年　新潟県公立入試　類似）

1.  日本海を渡る湿った季節風が直
接吹き込むため、一月の平均気温
が零度前後となり、冬に大量の雪
が降る。

2.  北からの寒流である親潮の影響
を強く受け、一月の平均気温が零
度を大きく下回り、夏も二十度を
越えない日が続く。

3.  冬の季節風が奥羽山脈を越えて
吹き下ろす際、乾燥した空気とな
るため、日本海側の地域に比べて
冬の降水量が少なくなる。

4.  季節風の影響をほとんど受けな
い盆地特有の気候であり、夏は非
常に高温になる一方、冬は氷点下
まで冷え込み、降水量は年間を通
して一定である。

問7 青森県の人口構成の変化について、1980年頃に見られた「底辺が広く若年層が多い状態」から、2020年頃の「少子高齢化が
進行し、若年層が減少し高齢層が増加した状態」への人口ピラミッドの型の推移を表す組み合わせとして、最も適切なものは
どれですか。 （2025年　青森県公立入試　類似）

1.  富士山型からつぼ型へ 2.  つぼ型から富士山型へ 3.  つりがね型から星型へ 4.  ひょうたん型からつりがね型へ

問8 1949年と2025年の山形市北部の地形図を比較した際、羽羽本線の東側地域で見られる土地利用の変化として最も適切なもの
はどれですか。 （2026年　京都府公立入試　類似）

1.  かつては田畑が目立っていた場
所に、住宅地が形成され郵便局な
どの公共施設が新設された

2.  高齢化社会への対応として、大
規模な老人ホームや福祉施設が広
範囲に建設された

3.  仙山線の新設に合わせて、駅前
を中心に大規模な商業ビルが立ち
並ぶようになった

4.  農業の効率化を図るため、散在
していた田畑が集約され大規模な
国営農場へと変化した
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
潮目

寒流と暖流がぶつかる場所は「潮目（潮境）」と呼ばれます。この海域では、親潮が運ぶ豊富な栄
養分によってプランクトンが大量に発生し、それを餌とする魚たちが集まるため、非常に豊かな漁
場となります。三陸沖はその代表例として知られています。

問2 答え 1
農業生産額全体に占める米の割合が非常
に高く、米を主軸としながら野菜や畜産
を組み合わせた生産が行われている。

秋田県は全国有数の米どころであり、農業生産額において米が占める割合が非常に高いのが最大の
特徴です。単に米だけを生産するのではなく、農業経営の安定のために野菜や畜産なども取り入れ
た「複合経営」が行われている点も重要です。他の選択肢にあるような畜産特化型（鹿児島県な
ど）や果実特化型（青森県など）とは統計上の数値構成が明確に異なります。

問3 答え 1
秋田県 ― 提灯を米俵に見立てた竹竿を
操り、五穀豊穣を祈る「竿燈まつり」が
行われる。

秋田県で開催される竿燈まつりは、提灯を米俵、竹竿を稲穂に見立てるのが特徴で、五穀豊穣を願
う行事です。青森県は「ねぶた祭」、宮城県は「仙台七夕まつり」が有名です。また、「なまは
げ」は秋田県の男鹿半島に伝わる伝統行事であり、これらを混同しないように注意が必要です。

問4 答え 1
青森県と岩手県の境界付近を北緯40度
線が通り、宮城県と福島県の境界付近を
北緯38度線が通る。

緯度は北へ行くほど数値が大きくなるため、東北地方の北側に位置する青森県・岩手県側が北緯40
度、南側に位置する宮城県・福島県側が北緯38度となります。この緯度の違いは日照時間や気温の
差、ひいては作物の生育状況や冷害の影響の受けやすさといった地理的課題にもつながる重要な情
報です。

問5 答え 1
福島県

福島県は東北地方の南の玄関口に位置しており、新幹線や高速道路によって関東地方と強く結びつ
いている。地理的に東京などの大都市圏に近いことから、東北地方の中でもいち早く工業化が進ん
だ。宮城県は福島県の北に位置し、山形県は奥羽山脈を挟んで西側に位置している。

問6 答え 3
冬の季節風が奥羽山脈を越えて吹き下ろ
す際、乾燥した空気となるため、日本海
側の地域に比べて冬の降水量が少なくな
る。

日本の冬は北西から季節風が吹きますが、東北地方の中央を走る奥羽山脈が壁の役割を果たしま
す。湿った空気は日本海側に雪を降らせた後、山脈を越えて太平洋側へ抜ける際には乾燥した風と
なります。このため、仙台市を含む太平洋側では冬の降水量が少なくなり、日照時間が長くなると
いう因果関係があります。これが、日本海側の秋田市などと対照的な雨温図の形を作る要因です。

問7 答え 1
富士山型からつぼ型へ

人口構成の変化は、多産多死に近い状態から少子高齢化へと進みます。1980年頃の若年層が多い状
態は底辺が広い「富士山型」の特徴に通じ、近年の少子化により子供の数が減り、高齢者が増えた
状態は「つぼ型」と呼ばれます。「つりがね型」はその中間の時期（2000年頃など）に見られる形
状です。

問8 答え 1
かつては田畑が目立っていた場所に、住
宅地が形成され郵便局などの公共施設が
新設された

山形市北部の時系列的な地形図の比較では、羽羽本線の東側において、1949年当時に広がっていた
田畑が2025年には住宅地へと転換されていることが確認できます。また、人々の生活を支える郵便
局などの公共施設も新たに書き込まれており、典型的な都市化の進展に伴う土地利用の変化を示し
ています。選択肢にある「老人ホーム」や「仙山線の新設」は、この地域の具体的な変化を示す地
形図の特徴とは合致しません。


